
第５回交流会（Zoom オンライン）のご報告 

2023 年 7 月 29 日（土）13:00～15:30に、Zoomにて５回目の若手の会交流会が開催されました。 

全国各地などから９名（発表者２名、聴講者４名、運営委員３名）の方 （々現職教員や教育委員会職員、

大学教員、心理職、大学院生）にご参加いただき、研究発表と質疑応答に加え、参加者同士の自由な意見

交換を行いました。 

充実した研究発表と活発な質疑応答，意見交換が行われ、事後アンケートからは回答者すべての方から

有意義であったとの回答をいただきました。 

ご参加いただいた方々に改めて御礼申し上げます。 

 

実施内容 

13:00-13:10 はじめに あいさつと趣旨説明 

13:15-14:20 研究発表 

A先生には構想中の研究内容，B先生には，実践に基づいた研究成果についてご発表頂きました。 

14:20-14:30 休憩 

14:30-15:20 交流会，情報交換会  

15:20-15:30 おわりに 今後の予定，アンケート記入のお願いなど 

 

参加者のご感想（一部） 

・今回も貴重な機会をいただきありがとうございました。私自身，中学校現場で勤務しているときからお

世話になり，毎回触発されております。 

・自分の研究を発表するのは不安が高いものですが、前向きに研究に取り組んでいける言葉や、具体的に

今後取り組めそうなことをアドバイスいただけて、参加して本当によかったです。発表中に皆さんの顔

が見えると反応が見えて話しやすいのかなと感じました。 

・参加者皆様のご発表は，いろいろ学べることができ貴重な経験になりました。 

・小学校現場では、聞けない話が聞けた。小学校現場では、経験と個人の感覚で実践している部分もある。

研究やデータから根拠をもって語られる発表は、刺激になった。多くの現場の先生にも知ってもらいた

いと思う。各研究の発表については、分野違いもあり、よくわからないことが多く、小学校教諭には場

違いなのかもしれないと思う部分もあったが、これからも情報は自分から求めていく姿勢でありたい

とも思った。 

・私は大学院生ではないため、年齢的には今年度限りの参加になってしまう。43歳以上も参加できると

ありがたい。 

・若手の会に参加される先生方のメンバーにもよるが、例えば、学校心理学会の勉強会（学校心理学会と

は？実践報告とは？学校心理士とは？ケースレポートとは？）が企画されたら、私は大変うれしい。LD

学会では、各地区の支部で研修会があり、実践に役立つ研修を企画いただき、大変勉強になっている。

他にも地区の教育相談の研修会では、模擬ケース会議で、仮のケースについて、それぞれの視点で意見

交換するという企画もあるが、これらのような内容は、若手の会で可能であるだろうか？と思った。 

 

⇒次回以降は，若手の条件を満たさない方でも，参加できるようにしたいと考えております。 

⇒ご意見いただいたチュートリアル企画，事例検討会についても検討していきたいと考えております。 


